











































































































の承認を得たのち、2011 年 4 月 1 日に開催された FD 会議において、概要が
教職員全員に配布された。






























































































































施する。面談時間は、1 回あたり 1 時間を目途に行っており、月曜日から金曜




































2009 年から 2011 年にかけての学生相談の件数について、主訴による分類は






次に、学年別の相談件数をみると、2009 年度と 2010 年度は 3 年生が最も多
く、次いで、4 年生、2 年生、1 年生となっている（表 4）。両年度とも、1 年
生が相談件数全体に占める割合は、10% 強程度であった。一方で、2011 年度は、
11月末現在の件数でみると、4年生がもっとも多く、次いで1年生の件数が多い。






2009 年度 2010 年度
参考：2011 年度
（4月から 11 月）
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
履修 94 21.1% 106 31.1% 116 52.0%
就職 234 52.6% 137 40.2% 42 18.8%
進路 13 2.9% 19 5.6% 9 4.0%
資格 12 2.7% 9 2.6% 2 0.9%
人間関係 6 1.3% 3 0.9% 0 0.0%
メンタル 3 0.7% 1 0.3% 0 0.0%
その他 83 18.7% 66 19.4% 54 24.2%
合計 445 100.0% 341 100.0% 223 100.0%
表 4　キャリアアドバイザーが対応した相談（学年による分類）
 （単位：人）
2009 年度 2010 年度
参考：2011 年度
（4 月から 11 月）
人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比
1 年 57 12.8% 38 11.1% 57 25.6%
2 年 69 15.5% 68 19.9% 31 13.9%
3 年 173 38.9% 127 37.2% 31 13.9%
4 年 144 32.4% 106 31.1% 103 46.2%
卒業生 2 0.4% 2 0.6% 1 0.4%















企業の採用活動、つまり、学生にとっての就職活動開始の時期が、12 月 1 日
となった影響が考えられる。例えば、昨年までであれば、企業の説明会や、大
規模な就活イベントが行われていた 11 月頃に、筆者が 3 年生と話をしている
と、就職活動の開始時期が遅くなったことに対して「なにをしてよいのかわか
らない」、「先輩のときと違うことが不安」など、漠然とした不安や焦りが語ら














































学生 A は 3年生のときに、キャリアアドバイザー主催の就職活動準備のワー
クショップに参加。これを機に、3 年生の夏から 4 年生の冬まで、企業に提出
するエントリーシートの添削や、面談練習などのために、キャリア相談ルーム





だ結果、4 年生の 4 月に内定を得た。しかし、学生 A の両親が内定企業に納得
せず、両親から就職活動を継続することを勧められ、その後も就職活動を継続
































































































































































































イン学会紀要 VOL.2　p91 ～ p102　に詳しい。




（5）学部発足から 3 年半を経過し、全学年が揃った時期（2003 年 4 月から


















学会紀要 VOL.6　p247 ～ p256　に詳しい。
（9）社団法人日本経済団体連合会　2011 年 1 月 12 日　新卒者の採用選考活動
の在り方について http://www.keidanren.or.jp/japanese/policy/2011/001.













Hosei University’s Faculty of Life-long Learning and Career Studies 
is the first such facility established in 2003 for supporting personalized 
ways of living and fostering of new persons for the 21st C. lifelong learning 
society. In this Faculty, there are Career-Advisers, who devote professional 
attention to support students’ “career design” . And  the  Career-Adviser 
is unique position in this Faculty. The Career-Adviser is considered to be 
new expert staff, other than teaching staff and office staff, and they provide 
consultation for students about their choice of courses or career after 
graduation.
In this paper, I report the Career-Adviser’s business, and some case 
examples of   consultations in order to discuss the expected functions and 
roles of Career-Adviser. And I tried to find increased use of Career-Adviser’
s expertise in the future.
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